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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
累計期間

第62期

会計期間

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
９月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
９月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成23年
３月31日

売上高（百万円） 61,766 69,047 133,720

経常利益（百万円） 1,695 1,519 3,452

四半期（当期）純利益（百万円） 1,123 876 2,160

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
1,082 835 2,193

純資産額（百万円） 44,498 45,827 45,303

総資産額（百万円） 88,146 96,109 92,272

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
54.20 42.31 104.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
54.19 42.31 104.23

自己資本比率（％） 50.4 47.6 49.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,697 △3,359 △5,326

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,248 △17 △2,146

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,948 3,339 7,387

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,208 1,083 1,120

　

　

回次
第62期

第２四半期連結
会計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自 平成22年
７月１日

至 平成22年
９月30日

自 平成23年
７月１日

至 平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
9.59 17.45

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．小野建沖縄株式会社を平成22年９月７日に設立しており、第62期第２四半期連結会計期間より連結子会社として

おります。

　　　　４．第62期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
 

  当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

　

(1)業績の状況　

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響による景気の一時混乱は各企業の生産設備復

旧に向けた努力により徐々に回復してきております。しかしながら、欧米諸国の財政問題や新興国のインフレ対策等に

より世界経済の減速懸念や急速に進む円高の継続などにより、景気の先行きに不透明な状況で推移いたしました。　

　鉄鋼流通業界におきましても、民間設備投資は徐々に回復してきたものの、公共工事は依然として減少傾向で推移す

るなか競争激化により適正口銭を確保した安定経営が難しい局面となりました。　

　このような環境のなか、当社グループにおきましては、従来からの基本戦略である「販売エリアの拡大」と「販売

シェアの向上」として、４月に滋賀県草津市に滋賀営業所を開設し関西エリアにおいて、より地域に密着した営業展開

をはかっております。ほかにも社内の人員配置の見直しによりエリア毎にきめ細かく対応できる体制づくりに取り組

むなど中長期を見据え市場の動向に左右されにくい強固な営業体制の確立を推し進めました。　

　この結果、市況上昇や販売数量の増加により当第２四半期連結累計期間の売上高は、690億47百万円（前年同期比

11.8％増）となりました。損益面におきましては、売上の増加に伴い売上総利益は増加いたしました。しかしながら、経

費面として販売数量増加に伴う運賃の増加、東京支店川崎センター建設にともなう減価償却費の増加等により、営業利

益14億40百万円（前年同期比10.4％減）、経常利益15億19百万円（前年同期比10.4％減）、四半期純利益は８億76百万

円（前年同期比21.9％減）となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①九州・中国エリア

　販売数量の増加と市況の上昇により売上は増加いたしましたが、競争激化による利益率の低下により利益は減少いた

しました。その結果、外部顧客への売上高は362億59百万円（前年同期比4.9％増）利益は６億48百万円（前年同期比

15.6％減）となりました。

②関西・中京エリア

　販売数量の増加と市況の上昇により売上は増加いたしましたが、競争激化による利益率の低下により利益は減少いた

しました。その結果、外部顧客への売上高は178億82百万円（前年同期比15.3％増）利益は２億34百万円（前年同期比

33.2％減）となりました。

③関東・東北エリア

　震災の影響により東北エリアを中心に前半は苦戦しましたが、販売数量の増加と市況の上昇により売上は増加いたし

ました。利益におきましても新設した川崎センターの活用により外注費削減効果も出始めたことにより増加いたしま

した。その結果、外部顧客への売上高は149億５百万円（前年同期比27.1％増）利益は６億19百万円（前年同期比

18.7％増）となりました。 
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(2)キャッシュ・フローの状況

   当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、37百万円減少し当第２四半

期末の現金及び現金同等物は10億83百万となりました。

   当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

   営業活動の結果使用した資金は33億59百万円（前年同四半期は36億97百万円の使用）となりました。

   これは主に、たな卸資産の増加によるものです。　

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

   投資活動の結果使用した資金は17百万円（前年同四半期は22億48百万円の使用）となりました。　

   これは主に、有形固定資産の取得によるものです。　

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

   財務活動の結果得られた資金は33億39百万円（前年同四半期は59億48百万円の獲得）となりました。

   これは主に、短期借入金の増加によるものであります。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題　

   当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(4)研究開発活動　

 　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　 普通株式 21,244,830 同左

株式会社東京証券取引所

（市場第一部）

証券会員制法人福岡証券

取引所

単元株式数

100株　

計 21,244,830 同左 － －

（注）「提出日現在発行数」の欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年７月１日～　

平成23年９月30日
－ 21,244,830－ 3,780 － 3,494
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

オーエヌトラスト㈱ 福岡県北九州市小倉北区西港町12－１ 1,509 7.10

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 1,158 5.45

日本マスタートラスト信託銀

行㈱（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 693 3.26

小野　建 福岡県北九州市小倉北区 616 2.89

小野　哲司 福岡県北九州市八幡東区 616 2.89

小野　信介 福岡県北九州市小倉北区 616 2.89

小野　明 福岡県福岡市南区 615 2.89

小野　哲也 東京都渋谷区 597 2.81

小野　多美子 福岡県北九州市八幡東区 531 2.49

小野　典子 福岡県北九州市小倉北区 531 2.49

計 － 7,483 35.22

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     518,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  20,719,200 207,192 －

単元未満株式 普通株式       6,730 － －

発行済株式総数 21,244,830－ －

総株主の議決権 － 207,192 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式33株が含まれております。　

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

小野建株式会社
大分県大分市大字鶴

崎1995番地の１
518,900－ 518,900 2.44

計 － 518,900－ 518,900 2.44

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,288 1,251

受取手形及び売掛金 45,517 44,519

商品及び製品 9,663 13,602

原材料及び貯蔵品 940 1,359

その他 2,140 3,301

貸倒引当金 △254 △256

流動資産合計 59,295 63,777

固定資産

有形固定資産

土地 18,916 18,916

その他（純額） 12,314 11,783

有形固定資産合計 31,231 30,700

無形固定資産

のれん 313 257

その他 122 105

無形固定資産合計 435 363

投資その他の資産

その他 1,925 1,798

貸倒引当金 △615 △530

投資その他の資産合計 1,309 1,268

固定資産合計 32,976 32,331

資産合計 92,272 96,109

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 27,237 26,449

短期借入金 15,800 19,500

未払法人税等 714 668

賞与引当金 218 216

役員賞与引当金 69 33

その他 1,602 2,096

流動負債合計 45,642 48,964

固定負債

長期借入金 72 52

退職給付引当金 475 475

役員退職慰労引当金 372 379

資産除去債務 62 62

その他 342 346

固定負債合計 1,325 1,316

負債合計 46,968 50,281
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,780 3,780

資本剰余金 3,509 3,509

利益剰余金 38,407 38,973

自己株式 △602 △602

株主資本合計 45,094 45,660

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 125 98

繰延ヘッジ損益 14 △7

その他の包括利益累計額合計 139 91

少数株主持分 68 76

純資産合計 45,303 45,827

負債純資産合計 92,272 96,109
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 61,766 69,047

売上原価 56,757 63,739

売上総利益 5,009 5,307

販売費及び一般管理費 ※
 3,401

※
 3,866

営業利益 1,607 1,440

営業外収益

仕入割引 29 36

その他 113 90

営業外収益合計 142 127

営業外費用

支払利息 15 21

売上割引 14 26

為替差損 0 －

その他 24 0

営業外費用合計 55 48

経常利益 1,695 1,519

特別利益

固定資産売却益 194 1

受取保険金 138 －

特別利益合計 333 1

特別損失

固定資産除却損 1 0

投資有価証券評価損 16 －

役員退職慰労金 56 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 40 －

その他 1 0

特別損失合計 117 0

税金等調整前四半期純利益 1,911 1,520

法人税等 740 635

少数株主損益調整前四半期純利益 1,170 884

少数株主利益 47 7

四半期純利益 1,123 876
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,170 884

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △51 △26

繰延ヘッジ損益 △36 △22

その他の包括利益合計 △88 △48

四半期包括利益 1,082 835

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,034 828

少数株主に係る四半期包括利益 47 7
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,911 1,520

減価償却費 547 556

無形固定資産償却費 24 22

貸倒引当金の増減額（△は減少） 75 △83

受取利息及び受取配当金 △12 △11

支払利息 15 21

有形固定資産売却損益（△は益） △192 △1

売上債権の増減額（△は増加） △2,884 1,587

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,000 △4,357

仕入債務の増減額（△は減少） 711 △2,126

その他 △266 208

小計 △3,071 △2,663

利息及び配当金の受取額 12 11

利息の支払額 △16 △21

法人税等の支払額 △622 △685

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,697 △3,359

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,442 △18

有形固定資産の売却による収入 245 1

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 3

子会社株式の取得による支出 △128 －

その他 77 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,248 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,585 3,700

長期借入金の返済による支出 △324 △50

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △311 △309

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,948 3,339

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2 △37

現金及び現金同等物の期首残高 1,205 1,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,208

※
 1,083
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間 
（自　平成23年４月１日 
 至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　（百万円）

運賃 1,049 

貸倒引当金繰入額 89 

給料手当 750 

役員賞与引当金繰入額 12 

賞与引当金繰入額 189 

役員退職慰労引当金繰入額 23 

退職給付費用 46 

減価償却費 313 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　（百万円）

運賃 1,320 

貸倒引当金繰入額 115 

給料手当 758 

役員賞与引当金繰入額 33 

賞与引当金繰入額 194 

役員退職慰労引当金繰入額 20 

退職給付費用 44 

減価償却費 359 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 1,376　

預入期間が３か月を超える定期預金 △168　

現金及び現金同等物 1,208　

　

 （百万円）

現金及び預金勘定 1,251　

預入期間が３か月を超える定期預金 △168　

現金及び現金同等物 1,083　
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

平成22年５月14日の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  310百万円

（ロ）１株当たり配当額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・  15.00円

（ハ）基準日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成22年３月31日

（ニ）効力発生日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成22年６月28日

（ホ）配当の原資　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

平成22年11月２日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  310百万円

（ロ）１株当たり配当額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　15.00円

（ハ）基準日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成22年９月30日

（ニ）効力発生日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成22年12月６日

（ホ）配当の原資　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

平成23年５月13日の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  310百万円

（ロ）１株当たり配当額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・  15.00円

（ハ）基準日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成23年３月31日

（ニ）効力発生日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成23年６月27日

（ホ）配当の原資　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

平成23年11月４日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  248百万円

（ロ）１株当たり配当額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　12.00円

（ハ）基準日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成23年９月30日

（ニ）効力発生日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成23年12月６日

（ホ）配当の原資　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 九州・中国 関西・中京 関東・東北 合計

売上高     

外部顧客への売上高 34,533　 15,507　 11,725　 61,766　
セグメント間の内部売上
高又は振替高

2,595　 3,028　 620　 6,244　

計 37,128　 18,536　 12,345　 68,011　

セグメント利益 768　 351　 521　 1,641　

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,641　

セグメント間取引消去等 12　

棚卸資産の調整額 5　

のれんの償却額 △51　

四半期連結損益計算書の営業利益 1,607　

　　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 九州・中国 関西・中京 関東・東北 合計

売上高     

外部顧客への売上高 36,259　 17,882　 14,905　 69,047　
セグメント間の内部売上
高又は振替高

3,842　 2,608　 1,182　 7,633　

計 40,101　 20,490　 16,088　 76,680　

セグメント利益 648　 234　 619　 1,503　

　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,503　

セグメント間取引消去等 4　

棚卸資産の調整額 △11　

のれんの償却額 △55　

四半期連結損益計算書の営業利益 1,440　
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（金融商品関係）

　　該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 54円20銭 42円31銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,123 876

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,123 876

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,726 20,725

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 54円19銭 42円31銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 0 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成23年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………248百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………12円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月６日

　（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

小野建株式会社(E01324)

四半期報告書

18/19



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

小野建株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　直己　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　義三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小野建株式会社の平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小野建株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　

EDINET提出書類

小野建株式会社(E01324)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

